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「ベ トナム戦後の インドジナ殷業をめぐ って」

講 師（五十音順） 上 条 盛 雄 （ラ オ ス）

河 ノ口 恒 （南ペトナム）

山 本 鉄 司 （クメール）

司会 中田正一

-1 -



クメール共和国 （カン7I＜ジア）の康莱開発

束野宗利

はじめに

1 9 7 0年 3月 18日以後，、ンハヌ ーク 殿下の政権は放逐され、ロンノ Jレ

政権が樹立された。しかし、これ妬ともなって平和であったカンポジアは戟

乱の炎に巻き込まれ、 プノ ンペンはあたかも南ペトナムのサイゴンと酷似す

る状態に追い込まれ、農業事怜紀もかなりの変化がみられ、不安定なものに

なっているo私は 19 6 1~6 4年の3年間、カンボジアに滞在 していたの

で，その間忙得た知識を中心に、 70年 3月までの設業事情につい て以下vc

お話しする。

1.カンポジアの紹介

カンポジアは近隣のペ トナム。 ラオ ス・タイなどとは、文化、 人種、

の面で呉なっている。

者・ま五
ロ nロ

2, 0 0 G年以上の歴史を有する古い国で、中国の古い文献に扶南そして真

脳という国と して 出て くる。厖史的、文化的遺産と して偉大なアンコ ールワ

ットがある。

速く建国の昔から イン ドの影淫をうけ、伝説に よると、カウンデニアとい

うヒン ズー教のバラモンがインドから痕来 し、酋長の娘ナ ーギソ ーマと 結婚

して国造りを したとされている。言語はモンクメー ル語 であり 、パリ ー語、

サンスクリット語が多く入っている。宗教はヒンズー故から後に仏教に変り 、

それも当初大乗仏教であり、後に小乗仏教た変っ ている。 国王以下国民の多

数が仏教徒であり 、現在のロンノル政権に対しては、仏教徒の反抗がはじま

ったので、さきが永くないといわれるほど、宗牧が社会的花 も劣力を もって

いる。

-2 -

● . 

● . 



• • 

• ● 

人種的には、クメール人を主とし、山地の土着少数民族のほかペトナム人、

中国人（華僑）ラオス人などがいる。

国土的には、アンコールが首都であった時代、 10世紀の後期の国城は、

クイ．ラオスおよび南ペトナム匠及んでいたが、その後近隣に、クイやベト

ナムが興り、漸次領土を侵蝕され今日の版図 ．となってしまった。

、ンハヌークは、近代史上稀に見る政治外交家であるが、彼は、ジュネープ休

戦協定成立の前年の 19 5 3年 11月 9日に、長い外交交渉の末、 完全独立

をかちとった。今は、ンハヌークは、北京政権の庇護のもとに、カンプチア民

族連合政府首席 となっている。

完全独立後 19 7 0年 3月までの 10数年のシハヌーク時代に、 社会経済

は植民地時代にくらぺて大発展を遂げた。

付表 I、「独立後のカンボジアの発展」に見る通り、教育は上級学校では

1 0倍以上に、医療施設は主要部門で約 10倍に、炭業生産は 2倍以上に、

その他水利、協同組合、工場、電力、運輸などいずれもすばらしい発展を見

せている。

年次別の農業生産の増加も付表 Ilのように年々累増している。

ッハヌークの独裁制のもと匠このような発展をとげたが、この独裁制に対

して、インテリ背年屁から反発があり、また一部の軍人、ロン／ Jレ将軍以下

の反発、不満が生じた。

ロンノル将軍は アメ リカの援助で、カンポジアの軍隊を近代化しようとし、

政治経済的に中立を願うジハヌークは、アメリカの援助は紐つきであるから

と、認めなかったため、 ロンノルー派の不満が増大 したものと思われる。

（カンボジアの動乱）

ジハヌークは、左右両派の勢力均衡の上にのって独裁制を続けていたが、

そのバランスも 19 6 7年頃から安定を欠くよう匹なって来た。ッハヌーク

は、 19 7 0年 1月、療養のためパリに立ち、その後カンボジア人の反ペト
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ナム感情が昂湯し、北ペトナム代表部 ・南ペトナム解放戦線代表部などを襲

撃する事件が起り、 3月 18日には、国会が戦車 と銃剣の中でンハヌ ーク追

放の決議を行ない、チェンヘン国民議会議長を国家主席に全会一致で推載し

た。

国家元首は、当時のカンボジア憲法第 11 2条によれば、国民投票によっ

て選ばれることになっている ので合法的な政祉交替 とは認め難い。政変では

なく 、クー デク ーであると思う。今日では、クメール共和国憲法ができてお

り、クメール共和国となり 、 ロンノル将軍が初代大統領となり 、今では元師

に任せられ、チャムカ；レモンのジハヌーク宮殿を元師府として政治をしてい

る。

2.カンポジアの呉村

カンボジア人は純朴で、農村は大体部落の中にワットと呼ぷお寺があり、

善男善女の唯一の憩いの場となっている()tまか忙娯楽がないの で、 僧から極

楽 。地獄の話しを閣きながら憩うのである。また、よく 喜捨を行なう。

寺の方も 、小乗仏教で戒律もきびし〈、貧困者をよく助け、貧乏人の子供

の面倒を見たり、老人ホー ムを 開設している。

僧侶はまた、よく 勤労奉仕を行ない、法服をまくしあげて、 V字型の木板

に稲穂を叩きつけて脱妓したり 、水利の もと になる主要な溝を堀り 、末端の

水利の指導と管理を手伝っている有様を見うけた。そして、僧は一般に尊致

されて、バスなども座席を碓保してあり、料金もとらない。

3.カンポジアの農業

(1) 地磐

メコン河の両岸にまたがるハート 形のまとまった国で、メコン河の最も恵

まれた部分にあると言える。

プノンベンと河口との標高差が1.2 0 m位で、コンポンチャムのメコンの
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水位の乾季、雨季の差は、 13~1 5 IDである。そのため、増水期には、 ト

ンルサップ（哀水の大きな河の意）に逆流して大きな湖となる。

かんがいは自然まかせで、メコン河の河川泥の堆積を利用して肥料は使わ

ないが ha当‘籾 1トンの収穫がある。

(2) 気象

雨季は 5~1 0月、乾季は 11 ~4月である。雨季忙は毎日一回雨が降り 、

それも短時間に (30分位）匹集中しており、雨後はカラッとしている。単

位時間の降雨誠が多いので、一時的忙道路も川のよう忙なる。

(3) かんがい

かんがいの方法は、足踏車式か、 ・ンョペル風の木の杓でそれをつるし、 i遥

の先で操作する式のもので揚水するのが多く 、大規模のものは少ない。日本

の援助でポンプを寄付してポンプアップのかんがいも行なわれるようになっ

たがまだまだ十分ではない。

••かんがい忙ついては、日本政府も調査団を派遣しており 、 それ以前にもア

.Jリカはパライオキとダンクールのダムに近代的なゲ ート を作って 2万ha

をかんがいしようとしたが、機家は充分活用することができなかった。

なお、アンコール文化の時代には、巨大な人造湖花よるかんがいによって

当時年三作ないし四作もとれたということが、中国人。周達観の旅行記に見

えている。

この巨大な人造湖は、その後にクイが再三攻め込んで来た際に戦乱により

損害を受け、遂に修復困雄な状況に追い込まれた。このため農業生産が偉大

な都の人口を養うことができなくなり、遂に 14 3 2年妬ア ンコール を棄て

現在のプノンペン（て首都を移し、その後は 1年 1作の低い農業生産に甘んじ

るに至っている。
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(4) 土襄

メコン河の本流の流域や、 トン・レサップの周辺は砂質の沖積土壌であり、

コンボンチャムは、テールJレー ジュ （玄武岩質赤色土壌） である。

コンボンチャムのテ ールJレージュは、ゴムを作る（て非常に適したもので、

ここ のチ ュップのゴム園は世界最高最大の もの といわれてお り、ゴム 園内に

映画館、飛行場、労務者の宿舎があり、 一つの都市を なしている。

バックンパンの西ロテ ール ノア ール（石灰岩起源の黒色土壌）の地帯があ

り、棉作が営まれている。

コン ボンソム湾匠多数の島があり 、優良な珪砂が出 るし、 ン` ソホンの附近

には古成r習があって、 2億年前のフズリナの化石が出るので、地質調査団の

調査が行なわれた位である。カンボジアでは石油の出る可能性もある。現に

シャム 湾の海底からも石油の出 る可能性があ る。

(5) 燐業の基盤

カンポジア の面積は、日本の一、 1 8万平方キロで、平地 60 %、丘陵
2 

2 0 %で、メ コン河は増水期の水を利用して発ほとその電力によるかんがい

などのボテンジャルを持っている。

メコ ン河閑発計画のうち、サンポールプロジェク トと いうのがあるが、 こ

の点に ついては新家訥師が触れられる と思う ので、詳しくは述ぺないが、日

本のダ ムと 異な りU字型で、 幅 29 K:吼高さ 36 mで、発生霞力年間 46像kW/H

（疋及ぷ巨大なもので、農業の近代化にも役立つものである。ダムの余水吐を

利用して魚の森殖もでき 、ま た従来はこれ より上流へは船は航行でき なかっ

たが、ダムと同時に上流へ船の航行もできるよう計画されており、非常匹魅

カのあるものである。

(6) 農産物の貿易

カンボジアは、以前はフランス の植民地であったので、 フラ ンス共同体が
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必哭とするものを生産し、輸出させられていた。

米匠は重点がおかれなかったので、籾のままメコン河を下り 、サイゴンの

ジョロンヘ行き 、サイゴン米として華｛喬の手て精米 し翰出されていたo独立

後はプ ノン ベンから、カンボジア米と して翰出され、輸出の利益がカ ンボ、；；

アに落ちるようになったので、村米所の数も独立後一挙に 10倍（ 13 0~  

1, 5 0 0) となっ た。

独立後は米は諭出農産物の大宗となったが、独立前はゴム、とうもろこし、

(4 0万トン）がフラン ス共同体へ輸出されていた。

カンポジアのゴムは品質の良いものとされており、とうもろこしも独立後

淵発が進んでいたが、政変で頓坐 している。

このほか木材、ひま、カポック、こしょうなどが輸出機産物であり、ひま

は日本に約 3万トンも輸出したことがある。 （日本の輸入先の一位はク イで

二位がカン西ジアである。）

(7) 燐業開発の可能性

こしょうは品質は良いが値段が高い し、フランスは独立と同時匠これを買

わなくなったo生産費を下げ、儀産されれば市場性はある。

ジュート 、ケナ フな どは栽培面積が少ない。 カンボジアの麻袋はインドよ

り輸入しているので、ジュートの国内増産に努力したが、これも政変 で唄坐

した。

棉花は中国の援助で紡績工場を作ったので、この工場へ原料を供給す るた

め、政府が奨励金を出して買入れたため、生産が一挙化 1D倍に増えた。

その他、アリコペー）レ（緑豆）、大豆、 落花生が あるo ゴマは生涯最 も少

く、 粗放な収穫であり商品価値も低いが、これを改善し、優良品種を導入す

れば有望である。

果函園芸では、柑僑類で、オレンジ、ーントロンなどは植物防疫（ミバエ、

コミ バエ）の検討をすれば日 本へも輪出できる。
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コーヒーはアラビカで、良質のものがフランス人によって生産されていた。

ボゴールの磯村氏匠よるメロンは、同氏のいちごなどとともに温帝野菜成

功の例であるが、示変に富んでいる。

次匹閑発の手段として農業機城、メコン囲発と龍力かんがい、足踏脱殺磯

の普及は将来の方向を示すものであると思う。

パックンバンではファガソンのトラククーを入れて賃耕しているものがか

なりあるが、一般は殆んど原始的である。足踏脱殻機が閑発のため贈与され

たが、政府の倉庫妬眠ったままであるのは残念である。

肥料はほとんど使用されていない。西独の行なった例でバックンバン附近

では土l襄調壺を行な い、 これに適合する配合肥料が入れられて少々使われて

いた程度である。

畜産について独立後家畜の頭数が増えた。牛 2頭で 1台の鋤を曳いて 3ha 

を耕すのが平均である。牛の飼育頭数はインドに次ぐ位の密度で飼育され、

家畜衛生は比較的進んでいるが、近代的忍殺設備がないので生きたまま愉出

されている。また、食肉加工施設が要望されていた。

4.林業

森林面積は 13万平方キロで、国土全体陀対し 70％に相当し、林業淵発

のための調査が日米両国協同でかなり進んでいた。

カンポジアは樹木が多く、成長も早〈、鉄木のような沈木が多いが、浮く

樹木もかなりある。

1 9 5 5年から ・19 6 2年までの等級別木材生産餓とその構成割合を見る

と次表の通り である。
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生産量（pf) 割合（%)

貴 重 材 1 7, 1 9 0, 1 7 2 0. 9 4 

級 材 2 9 4, 7 2 0, 1 3 9 1 6. 1 0 

2 級 材 1, 2 3 3, 5 1 0, 5 0 4 6 7. 4 0 

3 級 材 6 2, 7 4 1, 3 3 8 3. 4 3 

無 級 材 2 2'I, 8 4 8, 8 3 1 1 2. 1 3 

計 1, 8 3 0, 0 1 0, 9 8 4 1 0 0. 0 0 

貴重材は、 Beng (Pahudia cochinchinenzis)などで家具材として

珍重されるが、年間 20 D万叶ほどの少い生産祉で愉出輩も多くない。 1級

材は、Koki(Ho pea odo ra ta)や Popel(shorea cochinens is)な

どに代表され、生産批も年間 3~4  0 D D万があり 、船用材、家具材と して

輸出もかなりあるn生産既の最も多い 2級材は、 Phdick(J.,..nisoptera 

globra)や Chhoeuteal(Diprocarpus alatus) に代表されるが、

床材、枕木などとして輸出されている。 3級材は Phaong(Ca lophyllum 

saigonens is)や Pring(Eugenia sp)などで種類も多いo無級材と

してはいろいろあるが、 Chamback(Elaeocarpus madopetalus)など

が代表的なも のである。

造林、植林は今後の研究を要するもので、現在は伐栽一方の林莱である。

製材所、木工所も少く 、中国の援助で合板工場もできたが、接着剤が豚血

を用いた低級なものであったので成功せず、接落剤研究匠も協力をしたが勁

乱で頓坐し ている。

木材の積出施設も遠浅のため港満改造も必要とするっ

なお珍ら しい針葉樹としてキリ ロムの松がある。キリ ロム峠にあるメJレク

、ン松で、直径 1m5DVC達するもので松脂に富んでいる。
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5.水産 業

海水面のみならず内水面漁業も主要な役割を果している。

カンボジア人の食生活は米と魚が殆んどであって、魚はほとんどがプラホ

ック ・ニョ 。ク マムとして食ぺられている。

プラホックは魚と塩を交互匠漬け込んだもので、食事には魚のス ープ陀す

る。

ニョク マム は魚醤で、 秋田のシ ョッツJレに相当し、魚に塩をまぶ したの忙

おもしをかけて汁を絞り出したもの である。

淡水漁業の場合、 トンレサップでは漁業権を設定し、漁民は毎年 これを競

売し て操業し市場に出す。

海洋面では高級料理用の魚が沢山獲れるので、ホンコン、ク イ、 ジンガボ

ールなどから氷を満戚した船がやって来て沖合で焼玉エンジンや部品などと '

交換で魚を非合法に取引して持って帰るようである。

漁獲高は、淡水湖、海洋面を合わせて 10万 トン以上は水揚げし ていると

思われる。

エピも非常に多 く獲れている。

冷凍設備や食品加工設備がなく 、流通加工の工夫も必要であると思う。

（質問） カンボ、ジアのメロンについて

（答） 磯村さ1、のメロンは、ボゴールの農園で成功したプリ ンスメロン で

高級なものであるが、天然の気候を生か して充分拡大できる と思う。

（質問） 無肥科 というが自給肥料はないか

（答） 堆肥ら しいものも少な い。ただし、たばこの ようなものには、魚粕

のようなもので作 った肥料をやっている。
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「メコン河の流域計画」と最近の事情

新家義雄

はじめに

昨年 4月「メコン河流域計画」がメコン委員会から公表されたが、西歴

2, 0 0 0年目標の雄大な構想であり、将来のインドジナ地域のみならず東南

アジア全域の追業開発に厘大な役割を果すものと考えられ、rの研究会の趣

旨に適合すると思われるので、この報告の棋要をご紹介することとしたい。

1.メコン河とは

この喉告を紹介すろに先だち、メコン河とその流域の概況理解のため 16 

ミリ映画「メコン」を映写します。 （上映）。

(1) メコン河

メコン河は長さにおいて世界第 10盆の大河川で、 「3民れる巨人」とも呼

ばれ、チベット 高原の雪をも原とし、中国、 ピJレマ、ラオス、クイ 、カンポジ

ア（クメーJレ）、南ペトナムの 6カ国を貫流してインドンナ半島南端の海に

注ぐ。長さ 4,3 0 0 Km、流城面積約 80万平方キロにおよふ＇国際河川である。

（別図 1.メコン河流域図参照）

河口 で海匠流出する水がは年間約 4,7 5 0像mしで、 日本全国の年間総流出

貨 4,5 0 0偉 m3を越えるものである。

メコン河の水位標高は、ラオスの北境において 350m(1レアンプラバン

の標高 3O 4 m) で、ここから海までの距離は約 2,7 0 0血でこ のIB1に 30 

以上の支流を併せている。

発電のポテンジャルは約 5,8 0 0万キロワット (19 6 9年の日本の総発

道設偏は約 5,0 U 0キロワット）とされている。

ただ、 この河はラオス国内で 3カ所の大きな滝をもっているので、舟航の

-1 4-
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便がなく、外洋船は河口から 33 0キロ のプノンベン附近までしか上れない

し、本流にはまだ橋がなく、フェリーで両岸が連絡している。

下流部の水位は上流部の気象よりも、下流部の乾季、雨季の影響を うけ、

毎年 5月か ら昇りはじめ、南西モンスーンの終期 8,9月侭景高位に達する。

下流部の流娼測定は、低地では洪水流が拡がるので、クメール。ク ラチ ェ

にさかのぼって行なわれているが、ここで平均低水量 1,7 6 4 rrt / Se C平均

洪水最 52, 0 0 0 rrt / Se C年平均流量 14, 1 1 6 m'/ secである。

● ● (2) メコン河の士地と住民

• • 

北部は山岳地帯であるが、大部分はなだらかな丘陵をなし、最下流は約

4 D D万ha （関東平野の約 2D倍）のテルクとなっているQ

利用されてい る土地は全流域の 20%!tL満た ないし、乾季忙かんがい用水

を利用しているのは 2%にすぎない。

1 
流域 4カ国の総人口は 6,2 D D万人で、その万以上、すなわち 3,D D D万

人がこの流域に住んで、人口 は年 々3％増加している。

2 →流域計画の経過

1 9 5 1年 ラホールにおける第 7回 ECAFE総会でメコン河の甜発が採

り上げられ、その後政情不安や戦乱の年月があったが、たえまなく調査、研

究、検討が進められ、 20年後 19 7 0年にな って、 各種計画を組み合せ集

大成された計画としてこの流城計画がまとめられた。

この計画の中、本流計画の最も重要な一つである サンボ ール開発計画につ

いては 19 6 1年以来日本政府の調査が行はれ、その報告書が 19 7 0年 2

月第 45回メコン委員会総会に提出された。その他にも日本の技術者によっ

て調査、計画、実施管理されたものが多 くある。

この流域計画匠盛り込まれた個 々のプロ ジェクトの大きなも のを上流から

拾って見ると次の通りである。

-1 5-



プロジェクト名

Jレアン プラバン

． ノ、モン

クッケ

スクントレン

パクセ

サンボ ール

総合計画（疋おける実施時期

1 9 9 9 

1 9 8 1 

1 9 8 1 

1 9 8 5 

1 9 8 1 

1 9 8 1 

トンレサップ デJレク PhaseI 1 9 8 1 

Phas fl 1 9 8 9 

3.流域計画 の概要

流域計画の報告書は 6章 1,0 0 0ベージ程の大部の ものであり、その概要

について も、新家著 「メコン河の流城計画 」を参照いただくこととして、こ

こにはその中の極めて特徴的なもの花 ついて触れる こととする。

(1) 閲発の必要性

すぺての開発途上国の場合と同様匠、メコン河沿岸 4カ国は工業と染業生

産の拡大と多様化を図り 、サービス を改善し、生活水準の向上 と住民の福祉

増進を図ろうとしている。

今後 30年間の流域の Needs（ニーズ）を真定し て見る と2,0 0 0年まで

忙 1人当りの収入を倍 Vこすることが基本である。

この目標達成忙はメコン河下流の水資源と肉連資禄を水力発電やかんがい、

農業、漁業、エ莱及び上水道用として開発し、また洪水と塩害の防止、舟連

の改善を図るため格段の努力を払わなければならない。

1 9 7 0年か ら2,0 0 0年の間に流域の人口は 3,0 0 0万人から 6,2 0 0 

万人に増加するものと予測され、労働力の増大と人口の都市集中問題に直面

しつつ、 社会的経済的目標達成の努力が必要である。
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a) 翡業用水

i) 重要な目的 ：供業開発

ii) かんがい侭依存する農業開発

かんかい水、肥料、駆虫剤を使うことによって単位収最を 2倍． 3倍にし、

生産をあげることができるし、 2毛作をやれば農業生産を増し、多様化する

ことができる。

食糧の生産は米換算で 1,2 7 0万トンから 3,7 0 0万トン増さなければな

らない。

b) 電 ヵ

• • 

工業化はメコン 4カ国にと って、現在も 今後も開発過程では重要である。

メコン河の エネルギー源の潜在的市場がク メール、ペトナム全土に広がっ

ている。

その需要が 19 7 1年の 11 9万四から 2,0 0 0年匹は 2,4 0 0万咄．・（ピ

ーク時）になるも のと見ている。

C)洪水防禦

メコン河下流の洪水防禦は、氾濫平野の人口密度がもっと商く、経済活動

の盛んなア・ジアの他の河川に比ぺてそれほど緊要でないが、メコン河でひど

い年にはデルクで約 50, 0 0 0 Kn/の土地が浸水する。

防禦施設はただたんに被害を除くだけでなく、かんがい組識を導入して米

の増産も図る ことができる。

d) 塩害防止

ベトナムのメコンデJレク中には、塩水防止匠対する強い要望がある。それ

は塩水浸入によっ て家庭用 とかんがい用の水質を損なわない為に、吃季匹本

流の貯水地か ら放流して流駕を増すことである。また、防潮樋門、防潮堤の

設置が必要であ る。

e) 水道

飲料水の供給は流城人口の 15％以下に行なわれているにすぎないっ これ
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は 1日 1人当り 10 0 £という比較的少い基準で想定したもので殷村人口に

対しては 5%以下となる。地万および都市における水迫用としての必要水堡

は、工業用水も含めて 2,0 0 0年には 30億戒／年程度であろう。

f)教育

水資源の院発は、その影栂を受ける人びとの生活と彼らに奉仕する政府の

莱務の質と内容に複雑な変化をもたらす。そこで、水資源開発を効果的に行

なうために教育と公衆衛生の改善が必要となる。

(2) 必要匠応ずる計画

現在の流域計画は流域の水および向連賀源の開発をII頁序よく行なうための

定規となる計画であって、インフラストラクチャーとサ ービ ス（たとえば洪

水防禦、かんがい排水、電力）上水道、舟運の改善等の目的をもっている。

流城計画は 4カ国の一般的な 経済社会開発計画の展閑忙必要な指導目標を与

えるも のである。

そして利用できる水お よび関連資源によ って もたらされる可能性と限界を

示し、 4カ国に対し調整と調和の成会 を与えるものであ る。

流域計画は消在する農業生産力をフル匠発揮させるために、必要な洪水防

禦、貯水池、かんがい、排水及び水管理のための施設を段階的に進めること

を考えている。

この計画は、現在基礎的資料がない計画の調査を絶えず拡大し梢度を上げ

てゆくという基本的な方向をとっている。今よりも多くの情報が得られ、地

域の弟発が進められる匠したがって、流域計画は改訂され、後期に属する開

発計画は確実な基礎の上に立って行なわれる。

資源開発計画を分析し、個々の計画と作業の推進に資するため、流域計画

は次のようにわけられる。

j) 1 9 7 1年から 19 8 0年までの短期計画（これはむしろ地方の必

要をみたす独立した計画から成っ ている。）
.、...,
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ii) 2, 0 0 0年までの長期計画 （主として本流計画陀関連するもので、

大巾に連けいしてちヽり 、国家的、地域的必要性に見合うことをまず

狙ったものである。）

Iii) 研究、訓練、小規模な公共的施設の開発についての附帝的な計画

（これらはすぺて、水と土地資源開発計画の目的が適切な時期匠完

遂されるのに不可決である。）

1 9 5 7年メコ ン委員会の設立以来、メコン河本流およびクメール共和

国 とペトナム共和国の広大なメコンデルクにある 17計画と 、支流の 87 

計画が開発可能 と認められた。

本流計画のい くつかは、同じ河筋の一部を利用して代替することができ

る。

a) 短期計画

短期計画は 4カ国におヽける地方の必要をみた し、 国の囲発目標に見合う

独立した支流計画の推進に役立つ。

1 9 7 1~1 9 8 0年 10年間の需要増

国名 耕地面積

クメーJレ 6 2,5 DO ha 

ラオ ス 15,000 

東北クイ 144,000 

ペトナム 65,500 

上記をまかなうためのプロジェクト

かんがい用

クメール 支流計画（ 2)

プレクトノット
｝共に建設中

バックンパン
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電 カ

常 時 ビーク時

5 0, 0 0 0憚 97,000暉

25,000 51,000 

1, 2 6 6, 0 0 0 2,3 7 6, 0 0 0 

639,000 1,232,000 

電力用

支流計画 (2)

左に同じ

コンボンソム（火力発電）



ラオス セドン下流（完成）

ナムダム （工事中） 左に同じ

ムドン （工事中）

東北クイ 支流計画

ナムボン、ナムプン、ラムドンノイ ナムボンぽ租見）、ナムプン 侶弦見）

ナムプコン、ランバォ、ランプラプレルン ラムドンノオイ、ナムプコン、

ナムクコン、ナムオーン（何れも工事中） バクムン、他はラオスより輸入と火

ペトナム セサン上流、スレボック上流、

カイサン、アントロン、ドンクップ、

パテェ、ティブロニット、ゴロン、

キエンホア、ピンロン

b) 長期計画

力発電

スレポック、セサン、ダニム、

トリアン、ランガ、ソンボ、ダキュ

ロン、 トポン、外にサイゴン、カン

トウ、ダナンの火力発電

メコン河下流域およ び周辺地域の経済成長の継絨は、 1 9 8 0年以降は支

流計画で支えきれない程、 農業および工業生産の堵大が求められよう。この

需要を満足させる ため忙、メコ ン河の本流および大きな支流の窺力資源やク

メール共和国、ペトナム共和国妬ある広大なメコンデルクの農業資裸、東北

クイやラオス匠ある高原地帝の晟業資源の閑発が求められるであろう。長期

計画のいるいろの頃序の総合体系をなす計画が＼かんがい、洪水調節、発竃

の一次目標に見合う可能性匠ついて調査された。

C) 附帯計画

水資椋開発が十分行なわれるためには、公私とも忙短期、長期計画期間中

に直接投資のほかにかなりの金額の投資が必要となる。そこで総合的な計画

が前もって作成されなければならない。
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附帯計画と して、かんがい関係妬は農業研究の奨励、拡張、信用、市場、

貯蔵施設を含む広範な対策が必要であり 、協同組合な どの機械作り、土地改

革お よび農業部門への経済的な刺激が必要である。 また、 工業関 係花は、電

力多消費産業、農産加工お よび水連改善の結果と して刺激される工業への投

資が含まれる。

(3) 閉発計画の推進

今後 30年間に必要 となる投資を示せば次の通 りで ある。

計 画 投賢額 現地 貨 外 貨
百万 ドル 百万 ドル 百万ドル

短 期 (1971~19 8 0) 

水 資 源 計 画 1,428.0 5 0 4.1 9 2 3. 9 

附 帯 計 画 4 2 7. 5 1 6 1. 8 2 6 5.7 

計 1, 8 5 5. 5 6 6 5.9 1, 1 8 9. 6 

長 期 (198 1~2 0 0 0) 

水 資 源 計 画 7, 4 9 4. 0 3, 3 1 0. 7 4, 1 8 3. 3 

附 帯 計 画 2, 5 3 7. 8 9 7 5.3 1,562.3 

計 1 0, 0 3 1. 8 4,286.0 5,745.8 

ムロ 計 1 1, 8 8 7. 3 4, 9 5 1. 9 6,935.4 

メコン河閲発の法制面、横構面につい て次の点か留意されねばならない。

すなわち、本流計画の建設 と運営のための滅栴は、 贅用 と1更益の平等な酋0分

および 4カ国の主権の尊重という 、総合関発の原理にも とづい て作られなけ

ればならない。

本流計画の建設 と運営は次の ような手順で行なわれるべきで ある。

i) 流域各国間の計画侭対す る基本的な同意

ii) 領土的に関係ある国の間の特別な合意

iii) 企業の建設、運営、管埋のための成関 を作ること
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(4) 今後の調査計画

資料の収集、調査お よび計画のプ ログラムを継続することは、本報告書の

中に提案された計画を より一屈整備す るためおよびメコン河閑発を さらに進

めるため忙必要である。

予備訃占査お よび踏査段階の調査 しか行われてい ない計画は、認査の進むに

つれてその程度をあげ、可能性段階まで進めなければならない。

この調査に要する費用もま た本計画のう ちに織り込まれている。

むす び

メコン河の流城計画は西歴 2,0 0 0年を目標とする雄大な開発計画の指標

である。過去 15年間のメコン河開発の実禎からみて、目 標の達成は間違い

ないものと期待されている。

日本は、メコン河が国際河川開発のテ ストケースとして国連エカフェ でと

りあげられた当初から、これ侭参画し、その推進に大きな役割を果してきた。

たとえば流域計画作成の基礎贅料 となった 「メ コン河主要支流諸査報告密 」

は日本人技術者の手になったものである。 19 6 5年完成 したクイの ナム プ

ン計画はメコン河で最初に完成した水力発箪計画であるが、調査計画、工事

管理は日本人技術者匠 よって行われたo昨年 12月竣工したラオスのナムグ

ムダムまたしかりである。ナムグムダムの場合は調香 ．計画，実施設計 ，施

工管理，建設工事が大部分日本人の手で行われた。

現在工事中のクメ ール共和国 プレ ク トノット 計画 ．本流計画として最初に

フィジビ リティレボートが作成さ れたサンボ ール計画．いずれも平和日本の

技術協力によっ て調査．計画 ．設計が行われた。

終り花、私どもは同じアジアの人「13りとして、インドジナ半島の空に早く平

和がもたらされ、そしてメコン河の開発が計画逃り進め られて、 流域の人々

に豊かで幸福な日が一日も早く訪れるよう 原乱 うも のである。
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パネル 。デ イスカツシ ョン

：ベトナム戦後のインドシナ晟莱をめ ぐつて ： • 

出席講師 （五十音順）

上条盛雄 （ラオス関係）

（国際農業機械化研究会理事）

河合 恒 （南ベ トナム関係）

• • 

司

(JETRO) 

山木鉄司 （カンボジア関係）

（茨城県園芸試験場長）

会

中 田 正一 （海外漿業関発財団人材情報部長）

開会 の 挨拶（要旨）

司会 最初忙それぞれの講師から各国の殿業の現状と問題点について簡単匠

提起を していただき 、それから 、質問のみならず意見など述ぺていただく形

• • 

で、 このベネルディスカッジョンを進めたいと思います。

最初に山本先生からカンボジアについ てお願い します。

山木鉄司講師

カンポジアの現状

1 9 6 9年 3月からメイズ協力がはじまった。これはメイズの育種と栽培

改善への技術協力であるが、 日本の数商社が SOKODAC という投資会社を

作り 、 力国資本と協力して日本合弁のカンボジアの国策会社 (SOCTROPIC) 

匠担当させたものである。

この技術協力は 6人の専門家により 、 69年 4月よりはじめられたが、 1 

年数力月た って突然ク ーデク ーが起 り、 圃場の トラックが徴発され、その後

一時ク イヘ被雉を命ぜられるなどで、事業は若干遅れたが、当初の予定は概
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ね完了した。帰国し て約 1年陀なるので、ごく最近の事情については詳しく

なく 、情報などによって知っている程度である。

ご承知の通り 、カ ンポジア ，、ンアヌ ーク の言を借りればすでに 8~ 9割は

共産側の領土 で、プノンペン ，バックンパなどの大都市だけがロンノ Iレ銹カ

下にあるというような情勢匠ある。最近のテレピ放映で見ると米などの物資

が 1週間に 1I回とかが、パックンバンなどの産地から トラック 数十台 を連ら

ねて翰送されている。私の居た時は、米もあまり不足しているよう ではなか

ったが、 しかし、今は米や野菜はやや減っていると思われる。最近、ある仏

教団体の人が帰って来ての話では、プノンペンから 10キロのところで野菜

等の畑地約 10 0 h aを開拓するよう依頼をうけた由であったoやはり食 ＇F

危機が問遜となっているのであろう。

また、 メイズ協力について今、雑賀氏が行っているが、たまたま農場は 1

号国道の 23キロ地点忙あり、比較的安全で育種、生産力検定な どの試埃が

続けられていると連絡をうけている。

司会 上条先生にラオスについ てお願い します。

上条盛雄講師

ラオスの現状

ラオスに居た時からかなり年月 が経っているので、現況をお話しするこ

とは適当でないが、根本的な問題があると思うので、その点に触れたい。

私がラオス忙凋係を持つ忙至ったのは、森徳久という戦争中から インドッ

ナに傾注した人で、その人がラオス政府からの要請で、 ラオスに 20万ha

の開拓に関する正式な依頼書を持参され、また、ラオス青年を呼んで研修や

技術指導を行っておられた時の事で、家の光の宮部会長の依頼もあ って森さ

んの仕事をお手伝いすること花はじまる。

この20万haの開発はポロペン高原であったo 日本政府とし ては この種

の ものは多数の移住を伴なうもの であり、 かつ、交通、輪送極め て不便な地
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域陀、輸出を窮極の目標とする殻類などの増産計画忙は慎重を要するという

ことで、 調査の結果は とりあえずピィエンチャン附近で技術協力しようとい

うことになったが、 ラオスは国の中が 3つに分かれていて、政府間品定はむ

づかしいというので、経団連の中忙日ラオ開発励会が生れ、これによって事

業を進めること匠なった次第である。

調査の経過のなかで思考された主なものについてご紹介して参考に供 した

い。米の増産に関 しては、米は足りなくはない、 30 0万の人口のほかに、

米軍その他が増えているが、現在は単位面積当り収戴が極めて低く 0.9トン

であり、他の東南アジ アの収輩から見ても 1~1. 2トン位までは伸ばすこと

ができる。現在でも国内全体では足りているが、南北間の国内流通機構が悪

いため、地方別にアンバランスであるにすぎないと云える。

従って当分の間は国内の需給を安定する匠は、人 口の自然増加を考慮して

も単位収量をあげるなど、生産性の向上で間忙合うと考えられた。

次は、国家経済上からの観点からであるが、広大な未開発可耕地を狙する

国柄であり 、峨業別花 90％が農民である状態なので、農産物によ って外貨

を獲得しなければならない。

そこで最も大きな問題は輸送環境であるo直接貿易する匠はメコン河を舟

運侭 よる のが望ましいが、途中匠段層があっ て不可能なので、現段浩ではピ

ィエンチャン からノンカ イを通りク イを経て輸出するよ り方法がない。米か

メイズの如きは東南アジアでは港から 10 0キロも 離れたら現在の国際価格

妬対抗できないと云われている程である。従 って単位重蓋当りの価格が高価

なもので、しかも保存のきく農産物を対象にしなければならない。 それは土

地が広いので畑作としては養蚕，ラミー，水田裏作としては、ジ ュートなどの

繊維作物または落花生 ，菜種 ，ココナ ツなどである。

また、肥科問題であるが、今までの農業技術協力は化学肥料を主体として

いるが、ラ オスの場合は有傲質肥科を主体とすぺき 2つの理由がある。

その 1つは、ラオスは立地条件が悪いので肥料を輸入する場合輸送贅がか
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かり、世界で最も怠い肥科を使い、世界で最も安い森産物を作る結果となる。

その 2は、 地力の維持の問題である。東南 アジアの農業は決 して無肥料盟

業ではな〈、 奪略燥業でもない。それなり の地力の維持は自然との調和の中

で行われている。雨季忙洪水となる地では、稲株、雑草などのすき込みとは

んらんによる肥料分沈俄物で有機質の補給は行われている。

しかし、熱帯地帯は有機質の分解も早くことに洪水のない地帯とか、また

湘漑に よって 2期作を行う地帯は一層 分解速度が早いの で、こうした地帯は

人為による有機物の補給が必要である。

この 2つの重要な理由から有吸質肥料確保を図るため、幸妬もラオスの場

合はクイ等へ家畜を多〈輸出しているので、畜産との結合匹よる農業の性格

をも って、クゴン農牧センク ーが発足 したわけである。

こと にクゴ ンの場合は土壌が非常に悪 く雑草も生えない ようた土地であっ

て、松野炭林大臣はこれを見て、ンラス台地同様ではないかといわれたほど、

ひどい土地であったので、それだけに有機質肥料確保のため、この農牧セン

クーの意義も深 く、 張り合いのあることである。

しかもメコン河から 43米も水を汲み上げて灌漑しなければ此業はできな

いと ころであ るo求めたわけではないがこう した土地が与え られ てしまった

わけである。しかし、こうした土地で作物が出来るようになればラオスのど

こでも農業は可能であるという張り合いがある。

牧草をつくる ことで 60 %の有機質は根に残り、牧草で家畜は肥り、畜舎

は尿一滴も無駄匠ならぬよう忙して、堆肥の増産をはかった。一方米糠だけ

を置いて行く条件で籾摺籾米機を農家忙解放して、米様の収集に成功し、飼

科用 として日 本から 「さつまいも 」の苗を取りよせなど して、 1時期は豚

2 0 0頭を超え、牛 50頭、 鴎 30 0羽程度にな り、煤業と家畜との結合の

裂は出米上った。 しかしここで堆肥小屋の設立の ことで難問題に遭遇 した。

来南アジア等熱帯地では野積みでは微生物の生育が悪く 、よい．佳肥が出来

ない。堆肥小屋を造るか、土忙穴を堀り 、直射光線をさけ、雨を防ぐために
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屋根をかけるかしなくてはいけない。

また、折角出来た腐熟堆肥も圃場侭野積みすると駄目になってしまうので

圃場侭も堆肥小屋が必要である。そして圃場に施す場合は、予め畦をたて、

堆肥を畦間に入れるとすぐ士をかける。この作業がどうしても必要である。

ところが協会には金がないし、センクーの技術者も他忙もっと必要なこと

が沢山あるから堆肥小屋は後にしたらという強い意見も出た。

しかし、堆肥小屋がなければ折角の堆肥も半減して しまう ので、執ように

最後には和田大使に陳情 し、つい 忙大使の理解を待て建てて貰うことにな っ

た。

かくして 3年目忙は 28ヘククールの耕地は緑したたる沃野とす ることが

出来た。年毎匠殷産物はよくなり、収i世簸も高まった。

私のラオス農業協力の構想は農家で生産する農産物は加工する。この炭産

加工から生じた副産物で家畜を飼育する。家畜は全痰地忙必要な堆肥茄と見

合う頭数とする。このよう忙して地力の維持強化がすべての根原であるとい

うのである。

また農産加工を行なう場合、コ ストが安〈ならないので、生産協同組合に

よって、農家別に品種別の作付計画を樹て、品種、栽培技術の協同受入れ、

協同育苗等により 、同じ品種で同じ質のものを、必要な載を生産するように

する。

かくて栽培ー加工一家畜ー地力の維持の閣係をシステム化する。これが戯

業の発展の真値であると思われる。

こうした中での OTCAVC於てラオス農牧センクーの今後の取扱い匠つい

ての大協議が閑かれたので、私は以上の考えを述べた処、同調されるものは

全くないばかりか「あなたの考え方はあぷはちとらずで全く焦点がない」と

攻撃されたo私はすかさず、「全体が焦点である 」とやっ たので、会議の空

気は一陪感情的になっ てしまった。

こんなことで私の考えを取りあげることも、発展さそうとする気配も全く
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なく完全忙無視されたまま OTCAVC移ってしまった。そして80 0万円 の

負債を背負って私共はラオスから手を引いたわけである。

以上がラオス殷牧センクーの経過である。

ただ私達匠とってせめてもの慰めは、本事業に生涯を捧げて果てた森徳久

老の遺志を果たし得たことと、ラオスの稲作試験地と FA0の試験場で私共

と同じ考えを取りはじめたことである。

司会 河合先生に南ペトナムについてお願いします。

河合恒講師

南ベトナムの現状

ご紹介のように、カンポジア大使誼(I(3年間煤林関係の書記官として勤務

し、後匹国連エカフェメコン河閉発委員会の局員として 1年余りペトナム侭

おり 、更忙民間のペトナム平和奉仕隊の団長として 19 6 7年ペトナム（フ

ァンランなど）に 1年間位おった。在任中、できるだけ方々を歩き廻ってペ

トナム事情を勉強したが、なにしろ非常妬治安の悪い時代であり、かつ、交

通脆害が多かったので充分とは云えず、また、帰国後 4年になるので 、いさ

さか古い話匠もなることをご諒承雄いたい。

南ペトナムの地形などの抵況は、昨日までの講師の話妬出たものと思うの

で省略するが、国を大別して見れば、山岳地帝、中部ペトナム小平原、 メコ

ンデルク大平原の 3つ妬分けられる。

山岳地帯は、標高翫ね 70 0~8 0 0 mの丘陵で、現在でもほ とんど深い

森林忙扱われた地帯であるが、多分にペトコンの拠点となっており、瀑撃等

にて戦禍を相当こうむって全く荒廃してしまっている と思う。

中部ペトナムは人口最も禰密なところで、 この一帯にメコンデルク地域の

5 ~6倍の人口が集中している。

ベトナムの農業を考える忙、山岳炭業か、人口禰密地帯艇業か、ある程度

の大きな規模の平原のデルク地域晨業かの 3つ忙分け て考えられる。
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デルク地域では水稲作以外は考えられないし、今は荒廃してはいるが、戦

前は穀倉と してベトナム の宝庫である。肥沃なそ して メコン の水が利用でき

る場所である。とこでは ha当り 2.5トン位の生産性がある。

一般に、ベトナム殷民は勤勉な資質をもつ農耕民族なので、技術能力もあ

り平常な時が来て戦業にいそしむ時が来れば必ずや立派な戯業国となるであ

ろう。しかし和平が成立し、軍政が廃止され、 扱助が打ち切られれば、これ

まで米国の全面的かつ莫大な援助によって支えられた経済社会は大きな混乱

も予想される。

米の生産は、戦前は年に楳 1,2 0 0万 トンを産出 して梢米約 20万トン も

輸出 された貿易事情はひっくり返り 、逆に 10 0万トン近くの翰入国となっ

ている。

長年の戦争で痰村には若い者が居なくなり、また 40オ以上の中年者まで

兵役についているので梨村は荒廃してしまっていると思う。これを回復する

匠は従来のような農民に人気のない軍政下の行政でなく、確固たる民政を確

立し、国民を安心させる行政が行われなければならない。

2 5年間も戦争侭明け暮れし、いまだ陀平和が来ない というペトナムの祝

状で、現在のペトナム人の心理を付度すると 、戦争の主導権をと って いる米

国忙対 し必ずしも 国民は心から傾い ているも のではな〈、むしろ反感さえも

感じら れるふしもあり 、フランス時代の方がはるかに良かったと の声を聞 く

ようなことは、ベトナムの人に接する場合充分念頭にお く必要があると思う。

このペトナムの複雑な心理のなかで、 日本がどのように開発協力をなすぺ

きかを考えるとき 、最も碁底におくぺきことは、援助を特に押 しつけがまし

くす ることをせず、 対手が一番困っ ているこ と、一番悩んでいるこ とについ

て、こ れを発見しそれに向 ってお手伝いをするという ことが必要であると思

うo米国援助があれほど巨額であっても、それほ ど対手に感謝されないのは

アジア人の心理を理解せず、欧米人の理詰めすぎる農業援助を押 しつけるこ

とによるものと思われる。

-29-



団発又は晶村復興のプ ロジェクトは地域により色々と違ってくる。例えば

中部地域では海岸侭向って幾つもの川が西から東へ流れ込んで、その河口妬

それぞれ第 4紀陪のかなり広いデルクが広がっていて、かつこの地方忙多数

の人が住んでいる人口桐密地帯であるので、先づ何より 国民の食溌を増産す

るため集約に、かつ、 かんがいを行って米を作ることである。水さえあれば

2期作は充分できるので、 土木建設を中心と し、また日本人の得意な集約農

業の指導による援助が可能である。

メコン河下流地域では、毎年雨季になると非常に大きな規模の洪水が発生

する。洪水とい っても 10万ha位の水田が一面に冠水するも ので自然のヵ ● ． 

は巨大である。従ってなまはんかなプ ロジェク トや上流を治めないで下流だ

けを院発することては効果はあがらない。今、国連メコ ン委員会におい て計

画が立てられ、すでに部分的実施の段階匠あり、この計画の中で関発を行な

うぺきものと思うので、日本だけで農業開発を行なう ようなことは得策でな

いと思う。

山岳地帯妬ついては、戦争匠より爆撃をうけているので、秩序や経済回復

侭は非常忙困難なものがある。この地域には戦前からフランスの大きなゴム

園が資本的なそ して大規模なエステ ート プロジ ェクト をや って、ベトナムの

第 1の産品であるゴムを生産していたが、これが今は壊減状態にある。この

ようなものの復興は昔の宗主国であるフランスから始められるのではないか

と思う。

しかし山岳地帯にしても特異な地域と して、ダラット地方の如く都市に向

けて花や高級温帯野菜を生産している地方がある。サイ ゴンから約 20 0キ

ロの地点にあり、標高約 70 0 mの丘陵地帯で、北ペトナム から逃げて来た

燐民が多数定着 し集約的に温帯野菜をつく ってサイゴンなど の都市へ供給し

ている。農民は現在協同組合妬よ って非常に有利な経営を営んでいるが、日

本の野菜技術から見ればまだ低い水準にあるので、これに対して集約的な焉

級野菜、茶、果樹などの生産ができるよう技術援助することは、日本人向き
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で効果が速やかに適切匹あらわれ、技術援助のよい対象陀なると思う。

儲有な産茉もまだ低位な技術水準にある。例えば養蚕、たばこ 、茶などの

曲発喩入というプロジェクトも考えられる。

司会 以上で諸先生からそれぞれの国の樅要と問題点を述ぺていただきまし

知時肉の制約があってお話しははしょっていただきましたが、これから会

場の皆さん忙参加 して頂いて、ディスカッシ ョンなり 、意見開陳をやってい

ただきたいと存じます。

. • 各国 の米の 需給事情

．● 

（問） 産菜計画を判断する場合に資料が重要な役割をな すが、配布の資料

を一覧すると 、 4カ国の米の需給には相当差異がある。

先刻講師先生の話忙よれば、南ペトナムを除き 、他の国は米は祗ね足り て

いるようであったが、 この間の実態はどうか。

（河合講師） 一般的なことであるが、統計数字はは っきり しないものがあ

る。例えば非常匠困難な時vcもかかわらず、平常時の 1割減程度の数字を平

気で発表しており 、 FA0統計などもこの数字を引用している場合があって

実保の実収高と off'icialな統計と哩：がある場合が多いという感じである。

（上条講師） ラオス忙おいて、 米 537.000 トン の数字 と人口 30 0万

人で、山岳民族は別の食糧構成をもっている ことを考えれば、米は現在足り

ない程でな<ha当り収抵 1.2トンまで(t[_上げれば充分忙足りる状態である。

（山木講師） 従来カンポジアでは、米は 50万ト ンぐらい余裕があっ て、

戦時中一部はペトナムヘ流出しているだろうといわれた位で一般に余裕があ

ると見て よかろう。

（河合講師） 南ペ トナムは米は不足している。これは都市匠人口が集中し

ていて流通制度も未発達な状態忙あるので、 米1面のみならず食税の天井知ら

ずの昂騰が生じている。現にサイゴン匹はカ リフォルニア米が主な配給米 と

なって いる位だから足りない し、 将来の人口増を考えれば米の増産対策 も緊
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急必要である。

これか らの増産計画

（間） 現在は足りているが、今後人口が増加した場合、 1 0年後 20年後

に対する米の需給対策はどうか、という問題はあると思う。 ………

また、その場合は肥料問題も出るのではないか……。

（上条講師） 先ほど話したうちで誤解があってはいけないので若干補足し

ておきたい。

化学肥科が不必要なわけでなく、現l(C使用しているが、有磁肥料を中心に

地力を増強することの必要性を述ぺ、経済的農菜を行うことを前提にしたも

ので、有磯肥科を基本vcして化学肥料で補うという考え方である。ラオスで

は人口増と食糧増産の閑係は他の地域と同じであるが、東南アジア、特にラ

オスにおいては新しく土地を開堅するよりも 2胡作あるいは多毛作匠より反

収を上げ、他の農産物を作る方が淡家侭有利である。

技術協 力とその 問題点

（問） 日本から技術援助をナる場合、またはプロジェクトをやる場合、現

地派逍者の努刀が定滸しないという話であったo昨日の束野先生の話で、カ

ンポジアにわざわざ殷林省から試験研究の技術者が派遣されているのに、そ

の努力が外交面に実を結ばぬのみか、マイナス面があったような風に聞いた

がどうか・・・・..0 

（山木講師） そのようなことは［』いていない。僅かな経験であるがメイズ

のプロジェクトでは在外公館とも連絡が密であり 、育種の成果も上げており、

引き続いて協力が行われている位で、少くともメイズに限っては批誰らしい

ものは聞いていない。

（上条講師） パックンバンでは水利の悪いところで、簡易な溜池をつくつ

て乾期匠立派な米作りをや っており 、たまたま同地方に出張中の三木大臣か

-32-

● . 

● . 



• • 

、●

ら賞資をうけた例もある。また、デ）レク地帯で士地を耕転機で耕起し、成穀

を施用し て土地を柔軟陀し、野菜栽培を立派に成功させている例がある。業

績が挙が って いると思う。

（問） 業績は良いが、横に根を張っていないという訳か。

（山木謡師） カンホ・ジアのメイズ協力では、育種、普及、流通のそれぞれ

の担当専門家が対応したが、短期間であり 、戦乱もあっ て、 育種の成果を挙

げたのが精一ばいであった。

この成果が横妬根を張って実1族の生産や輸出に直結する匠は、普及と流通

面への積極的対応が必要である。本協力忙は当初からとりあえずの優良品種

の普及展開をはかるぺく 、展示及び機械賃耕等による契約栽培を推進し、一

時は 20 0 h a余に及んだが、その後中止された。

こヽでとく匠強調したいことは、日本においても長期を要する育種匠比較

して普及は 10倍位、流通はさらにその 10倍の困錐が覚悟されるところで

あり 、まして発展途上国では気が遠くなるような壁があると予想される。股

業問題協力はこの意味から、 きわめて長期的な心構えで少しづつ前進する努

力を重ねることが基本で、決して短兵急な成采を期待すべきでないことを忘

れてはならない。・

技術協力と煤民教育との I~ 聯

（問） 技術協力忙ついては、それをうける側の農民の意識が大切だが、殷

民教育について具体案はどうか。

（河合溝師） 向うの人が自発的化やるよう忙指標を向ける必要がある。ま

た、農民の組織が必要である。

日本の農業が今日のよう陀発展したのは、農村が隈なく組織化され、確た

る経済が活動できる行政が確立していたからであり、未熟な組織忙にわか妬

クレジットを設定しても農民から資金が回収されないという串態が起る。ィ

ンドではこれで大失敗をしている。裟村の復興には先づ農民組織を作ること
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が先である。しかし日本が援助することになると、問題は金を大切匠するた

め、堵み込んでとかく指図したり監督したりして内政干捗となるので，＇、受入

国農民が自発的匠やるように指向させるぺきである3 現在点村は農民及び

経済組織もなく、近代的信用金融制度侭慣れていないので、あせらず、未端

がどのよう忙受け止めるかを考え、時間を少くも数力年をかけても実施効果

を見るという気の長い気持が必要である。

（問） うける側の農民の意識が大切だから、グラント で協力 し、 向うの国

自身で教育したらどうか。

（河合講師） 結構だが、大地域に拡げた形式的匠やるのではなく、一歩一

歩と進めて 2年， 3年遅れてもその国の人にやらせることであり 、ア メリカ

の嫌らわれているのは、その配意がないからである。性急で米国民の税金支

出者のことを考えず、現地農民の実態にマッチした援助が行われていないこ

とによるものと思われる。

また、向うの中堅層を日本へ呼んで実情を見せたり、教育することも必要

と思う。

（司会） 時間も残り少くなったので、これから各講師の先生からズパリ何

をどのようにすることが必要か、一言づつ承っ て結論と したい。

各講師の結論

（上条講師） 監業の機械化忙必要な技術センクーについて一言述ぺたい。

増反型のみならず、増収型、多毛型がこれからの東南アジアに必要となる

が、かんがい陀よる乾期農業、ことに重粘土の土壌の場合など機械が必要で

ある。その機械は現地の実態に即したものが必要である。そのため、エカ フ

ェては現地に国際農業機械化研究所をつくろうとしている。 1~2年後忙実

現を見ると思うが、ペ トナムなどインド ・ンナ地域の各地にその支所的な セン

クーを設けることがよいと思、う。

（山木詔師） カンボジアでは、米やメイズなど輸出農産物が必要であるが、
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メイズと同時にマイロ（グレンソルガム）が有望であると思う。これは乾燥

侭強く肥料も少くて済み、収絨は ha当り 5トンは獲れる。従来の 1期作Vて

対し雨期メイズ、乾期マイロと 2毛作をやれること忙なり、画期的な方策と

思う。ただ実際匠普及する忙は、問題が沢山あるので、この解決には忍耐強

い対応が必要である。

外国援助については、 1 9 6 9年、ンアヌークが講演した中忙端的に表現さ

れているので、ここ忙紹介する。

即ち、援助はやって貰っているが、今までのままでは先進国、後進国の溝

は広がるばかりである。協力する側はうける方の無能力、怠惰、腐敗を云い、

うける側では一次産品の貢入価格が安く、貸付金利が高い。また、条件が紐

つきだと云う。お互に悪口を言うだけでなく、前向きの対策が必要である。

現実に艮い援既の例がある。フランスは独立後 16年間に良い援助をし、

中ソは条件抜きで、またオーストラリアは僅かではあるが公正無条件であっ

た。オーストラリアは数百台のボンプを供与、ダム建設にも力を入れている。

なお、 日本のこと匠は触れていない。

プルドーザーを数百台入れ、かんがい用ダムをつくって、 10年後に米を

4 0 0万トンに安定させれば、この国のすぺての懸案は解決する。色々の形

のプランテージョン等を含めたこういう援助がほしい。その他メイズ、ゴム、

家畜、コ ジョフの技術者教育など、やって欲 しいことは多々ある。要するに

あくまでも援助国の利益を前提とした協力でないとかえってギャップを増大

するおそれが大きいなどのことであった。

（河合講師） 混乱期忙あるので、アメリカの尻陀くっついて、あせった根

のないプロジェクトはよ〈たい。充分研究した上で閉殆されたい。

（司会） どうもありかとうございました。これをもって 3日間の研究会を

終ります。

以上
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（蜜料）

（国名囀）北スマトラ省の社会経済の概妾

沿革

北スマトラ省は戦前の東海岸州とクバノリー州を合併した地域で、最初は

これにプチエ州が加わり、 北部、ス マト ラ全体を包含していたが、 1 9 5 6年

アチ エが特別自治省となっ て分離し、現在に至 った。

1 9世紀頃は東スマ トラの大部分がデリ ー王国匠所属し、 1 8 5 7年方で

SUT tan u. p. Alam が統治していた。その後サJレクンは彼の領土を西欧の

渫発に解放し、その結果オランダが条約を結び、農園閑塗の汲会を得たのは

1 8 6 2年であった。オランダの煙草栽培会社が直ぐメダン忙事務所を淵設

するよう忙なり 、デリ ー海岸の一寒村に過ぎなかったメダンが、その後続出

する会社の労務者の増加に伴い急激に活気を呈する侭．至った。最初の労務者

はマラッカや中国から移住して来たが、その後数万人のジャワの契約労務者

が来るようになった。

農産物の愉出港としてペラワンが発達 し、 18 9 4年にはスマトラ最初の

鉄道がメダンペラワン間陀敷設された。オランダがペンカリスから行政吸関

をメダンに移 し、ここをスマ トラ東海岸州の首都としたのはそれから 2年後

である。

地 努 ，面積

北ス マ トラ省は北緯 1度から 4度の所に位し、面積は 70, 7 8 7 Km 2 、 イ

ン ドネジアの 3.7 2 %、スマ トラの 14. 9 %に当り 、北海道位の大き さであ

るo州内は中央山脈に よって平好が東西に別れ、東海岸は広いが西海岸は狭

い。また東海岸は多くの河川の流出する沖積土によ って眼に見えないが陸地

は海侭向っ て増加している。トパ噴火に よって長さ 1D O Km、巾3 1血、 深

さ 50 D mの巨大なクレー クが出来た。 トバ湖は長さ 40 l¥11!、巾 2D血で、
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中央忙サモ、ンール島がある。島の商さは 30 0 m位で、大きさは日本の淡路

島 くらいで、広い農耕地がある。海抜 90 6 mで世界で／も最も高い噴火湖の

一つである。省内には 17の火山（その内 3つは活火山）と 14の大河があ

る。

メダン市は海抜 14 IDであるが、海岸の重要都市であるクンジョン・バレ

―市は 0IDの低地であり 、ス リプ。ドロックは 1,4 1 8 IDと最も高い所にあ

る。気候は熱帝であるから日中は暑く夜間は涼しい。温度は平均 26度位で

4度乃至 5度の上下差がある。平均湿度は 85％で、モンスーンにもよるが

9, 10,11月が雨季で2, 3, 4月は比較的乾季である。 ● ． 

印度洋のニアス島 (5,2 6 5:〈ずおよびその附近妬点在する 2,3の小島

もこの省に所属している。

行政 と人口

省の最高責任者である総督 (Governor)は省議会が選出し、内務大臣が任

命する。行政はそれぞれの祝歯によっ てなさ れている。省内は地勢によって

州 (Kabupa ten) に分轄され、州知事(Bupati)が統治する。州は更に郡

(Ke tya na ta. n)と部落 (Kelurahan) (ICわかれ、省は 11の州と 17 2の

郡、 5,6 2 1の部毬からなる。省の首都また都市によっては自治が認められ、

市長 (Walikota)が行政を棠握している。市はNedan, Tandjung Balai, 

Bindjai, Tebing Tinggiおよび Sibolgaの6大都市、州はDeli

Serdang, Langkat, Karo, Simalungun, Asahan, Laban Batu, Tapanuli 

Tepanuli Sela tan, Tapanuli utara, Nias （島）および Dairiの

1 1州 (Kabupaten) である。

省の総人口は 6,3 9 4, 1 0 0人、密度は紐 2 当り 90人、男女の比率は割

合均衡がとれているo住民の大部分は海岸線の都市、メ ダン、クンジョン、

バレ ー、 ジボルガなどに集中している。例えば、南クパノリ州の密度は 34 

人、ラプワン・バト州は 37人で あるが、 クンジョン。バレー市は 17,316人、
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、ンポルガ市は 14, 7 1 4人、メダン市は 11, 9 6 3人である。

全般的に人口密腹は低いので、人口槻密な・ジャバ地方からの移住が計画さ

れ、 ラプワン。パト州では 2,DD D haの外陀 14, 0 0 0 h aの土地を用意

しているが、年「a]の移住者は僅か 5,D O 0人程度で効果はあがっていない。

つきに住民の横成をみると、

1. マレ一人はマラッカ海峡に面した海岸地帯に

1. パクック人は更にカロ ・ジメログンおよびトパ。バクックの 3種に別れ

それぞれの土地に

'. 1. ダイリ。パクック人及びベッシル人は印度洋海岸線に沿って

• • 

1. マンダリング人は南部スマ トラ に

1. アチェ人は北部および北東アチェに

1. ニャス人は主匠ニャス島に住んでいる。

彼等は独自の言葉（方言）、文化、信仰、習慣、芸術などをもっており、

婚咽制度もそれぞれ呉なっているo 其他の少数住民は、ジャパ人、キ リン（印

度人）及び支那人などがいる。 19 7 0年の調査では外国人は約 128,300

人で、内中国の国籍のあるもの 89,107人、中国人で国籍のないもの 34, 

9 0 3人、西欧人は僅か 1,0 0 0人となっている。最近は外資の投入が予期

されているので外国人の数は増加する と思われる。

人口の約 63 %は回教徒、 32 %はキリスト教徒である。後者はダ イリ州、

北クパヌリ州及びニアス品匠多い。カロー州、ジメルグン州及び中央クペノ

リ州では回教徒とキリスト教徒が相半ばしている。国語は文化普及の点から

インドネシア語に統一されている。

労働力は 23 0万人と推定され、そのうち登録者は 12 0万人である。こ

の数字匠は学生、主婦、其他が含まれていないo 労働者の 60％は農業、漁

業、森林及び鉱山に、 27％は製造業に、 1 3 %はサービス業である。
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農 産 物

農産物の代表はゴム 、油椰子及びデリ ー煙草で、 特忙ゴ ムは数最，価格共

に第一位を占めている。

ゴムは北スマトラ各所に栽培され、主に米国と日本へ、また一部は欧州へ

輪出されている。下級品とされて 1^ る住民コ・ムはジンガボ ールヘ輸出され、

ここ で精製されて最終仕向地へ再翰出されていた。しか し19 7 1年以来、

数種の下級ゴ ムが輸出禁止となり 、国内のクラ ム・ ラバ ー工場で精製さ れ る

ようにな った。国立銀行がこれらの工場匠融資援助 したので工場数も 2Dに

増加し、その能力は年間 1D 4, 2 D Dトンとなった。インドネジアの標準 ゴ ● ． 

ム (Standard Indonesian Rubber) も世界的に承認されるvc至 ったが、

世界市場のゴム価格の下落に伴なっ て 19 6 6年以来 25 %の値下り となっ

た。

油椰子の大きい農園は主にデリ ー ・セルダン州（メダン附近） 、 ラプワッ

。バト州（ラント ・プラパ ト附近） 、アサハ ン州（キサ ラン 阻近）及びラ ン

カツ州（ビンデ ー附近）に見られる。スモ ーJtホルダ ーの園もあるが、その

生産羅は僅少で問題にならない。ェステートの生産絨は最近 10年間に殆ん

ど倍加し、大部分が世界各国忙輪出されている。 （註、 イン ドネ｀ンアの輸出

蔽は 17万トン内外、国内消費羅は 3~ 4万 トンと見込まれている）。

葉巻煙単の外包用として世界的忙有名なデリ ー煙草の栽培は 18 6 4年忙

始まる。デリー。 セルダン州及びランカツ州の気候や土壌が栽培妬最適であ

り、 葉の色合、柔畝性、弾力性、薄さ 、形、燃え易さ 、灰の白さ及び芳香 な

ど忙すぐれたものがある。この煙草葉は葉巻の外側ばかり でな〈内側に も使

用される。毎年 5,0 0 0 h a栽培されているが、土襄の疲弊恢復に 7カ年は

必要なので、 7年輪作を採用 して いる関係から、所要面積は 35、00 0 ha  

となる。煙草葉は独逸のプリメ ンで競売されるが、買手は欧州各国から集ま

り、 1カ年間乎均 28,300ベール、価格妬して7千万ド イツマ）レク匠達す

る。デリ ーー煙草の競争相手国は カメJレー ンとイクリ ーで ある。
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煤業の方式は エステー ト (Estate) とスモー）レ。ホル ダー（住民殷業）

にわかれ、後者の生産輩は戦後飛羅的に増加したが、前者は戦争、反乱、国

有化等の影孵で生産敵は 3分の 1に激減 してしまった。 19 6 0年の初期は

イン ドネ、ン アの倫出農産物の半ば以上は住民農業の生産物であった。しか し

北 スマ トラ省では依然 としてエステート 物が輸出の大部分を占め、その割合

は国有燐園 6・0 %、 民間会社殷園 30%、住民漿園 10 %と なっている。

国有農園は旧オランダのもの で 19 5 0年 の後期に国有化されたもの で

ある。所謂 Perusahaannegara perkebuan (P. N. P)で北スマト ラ省． 忙は PNPノ配2から16.9 まであり 、その栽培面積及び生産最は次の通 りで ある。
区 別 PNP 

面 積 生産量
(1,000ha) (1,000トン）

コ・ ム 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8 1 0 6. 3 6 6. 6 

油椰子 2, 5, 6, 7 8 7. 4 5 8. 3 

コ コア 2, 6, 8 1. 5 0. 6 

硬質桟維 7 1. 7 1. 7 

茶 8 1 3. 3 1 2. 6 

煙 草 ， 5 9. 0 不 詳

• • 

ここ で、わたしの記憶から、戦前わが国の企業で北スマト ラヘ進出 してい

たものを挙げておこう。 カッコ 内は主な業種 と総面積 (ha)である。

南洋 ゴム（ゴム、 4,3 8 4)、熱帯産業 （ゴム、 2,0 3 7)、大倉農場

（油ャジ、ゴム、 2,4 4 2)、ス マ トラゴム拓植（ゴ ム、 5,8 5 9) 、昭和

ゴム （ゴム、 カカオ、 6,256)、東山農事 （油ャン、 5,7 8 3)。

次忙上記北スマトラ 省以外の地域にある PNPを参考ナ． でに附記する。

（単位 ha)

PNPNi11 (アチエ省）

ー
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合計

135,175 
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PNP'l(l10 (南スマ トラ省＝ラン ボン州）

油ャッ ゴ ム コーヒー ココア 砂塘 茶 煙草硬質哉雉カボック 其他 合計

11,872118,2031 -I -I -I 739 - | -I -I -.. I I 2□{314 
PNPN0.11 （西部・ジャバ省）

I - 13□、368 -| -| - | 1,608 -I -I -I r1"'I "2" I 
PNPN0.1 2 （西ジャパ省 ）

-I -I伺482 | 2 1,61 9 | I _ I 9.4 7 61 ， - 1 - 1 -I 11.6 61 I --I 
PNPNo.13 (西部・；；ャバ省）

I ー 11,0451(7)15 I _ I - 11 □.264 -I -Iば14 2ね38
● . 

P N PN(l1 4 （西部ジャバ省 ）

- • -. I -| -| - -|7,650 | -I - | _ I 7.650 I 
PNPN<l1 5 (中部ジャパ及びカリマンタン）

-I _ I 8.9641 -I -I I -i 8,9641 
PNP湘 16 （中部・ジャバ及びカリ マン クン）

-I - | -|  |ム956| I - | - | -I _ 16,9561 
PNPt,i(l17 (中部・ジャパ及びカリマンタン）

I -I -I -I -I -I - | 5,408 | -|  _ I 5,408 
PNPNo.1 8 (中部・；； ャバ及びカリマンクン）

I - 125.2531り142I 1.6 7 61 -I 7841 _ I 1.7 63 I - 131,718 ● . 
PNPNQ.19 (中部・ぇャパ及びカリマンクン）

I 4.431 I -| -I -I -I -_ 14,431 I -| -I 
PNPNo.20 (東部ジャパ）

i 

I -I -| _ I _ J 6.4891 -I -I -I -I - | 6,489 1 
PNP瀾 21 (東部ジャバ）

I -I -I -I -f 2・120 -I -I -I -I - | 12,1 20 | 
PNPN0.22 （東部ジャパ）

I -I -I _ I _ 18.6441 -I -I -I _ I 8,644 
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I 

I 

I 
•• 

I 
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PNPNo.23 （東部ヽ；；ャパ ）

油ヤン ゴム コーヒー ココア 砂槌 茶 煙草硬質瑛維カポック其他 合計

-I 10,5861悶678| 7 70| ~ 11.540 I ― |1,27 81 426 1門44 24,722 | 
PNPNn24 （束部・ジャパ）

-I -| I -I 9,748 - | - | -I I 9,7481 
PNPNo.25 （東部ジャパ）

I -I -| I - | 9,1 97 -I -I 6,197 

PNP i~n26 （東部ジャパ）

-I 
（カ

3631 -I 9,5 3 0 1 （口予 1 7 7 6 61 
-1  ―| 459 I I 21.40 3 

6.38 

PNPNo.27 （東部ジャバ）

-I - | - | -I 5,190 5,190 

合計(pNp湘 2~ra9の面積を含む）

m 
77,583 227,146 4,008 4,435 66,786 39,626 14,390 9,813 2,648 12立84589,989 

（口）
18,288 

（註）コーヒーの橡のアはアラピカ種、口はロプスク一種、其他の欄のマは

松（ロジン） 、ガはガクペルチ ャ、キ はキ ナを示す。数字は 1 9 6 8年の調

査によるもの。

以上のほか政府はペルギー系のソクヒンとの合弁でゴム園 9,200ha、

油ャ、ン園 21, 4 0 0 h aを経営し、さらにゴム園 4,7 5 8 h aを旧所有者と

目下交渉中である と発表 している。

国立銀行、世界銀行、ア ジア開発銀行其他の国除金融機関が農歯の再植、

老樹の更新、生産の増大、栽培面積の拡張、農器具の改善、作業方法の合理

化、作物の転換（例えば硬質織維から油ャジヘ）などに対し、技術援助や巨

額の融資を している から、国有農園の生産最は近い将来著し く増大す ること

は疑う 余地がない。
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民問農業は主忙ゴム、油福子及びコプラ等を栽培 し、ゴム農園の数は 12 

7、面積は約 156,000haに増している。その面積の過半数は外国会社

である。 34殷園の所有である。このほか共同出資(JointVenture) の

4幾園がある。 11社ある民間油 哺1子園 30,000haの内、一9つだけが住

民農園で、その他の油 服子園は外匡会社か或は共同出資によるものである。

しかし 3,000ha余りの面放をもつ一つのココ柘呼園は現地人が所有して

いる。

最近、外国会社で増資するものが多くなってきた し、 1 9 6 9年には国立

銀行も現地人の会社の新規企業や既設農園の拡張、設備の改善等iて中期融資 ● ． 

による援助をするようになった。省内でもいくつかの農園が、この国内投資

法花よる融資の承認を得ている。従って 19 6 0年には総面秩の 60 %を占

めていた彼等の面積は著しく拡張され、これに伴って生産最の増加も予期さ

れるに至った。従来は住民農業 (Smallholders) には余り関心を払われ

ていなかったが、経済活動面や住民の収入源からすれば、決して等閑に付す

べき部門でない。住民農業の主なる作物は次の通りである。

1.ゴム

全地域妬わたっ て栽培され、その面校は約 200,000ha、特匠南クパ

ノリ州は全体の 43 %を占めている。

1. ココヤジ

栽培は全地域にわたり、その面積は約 61, 4 0 0 h a、殊にアサハン州は

全体の 40%、ニャス島は 3 1 %を占めている。

1.丁字

ダイリ州を除き各州に植えられているo面積は約 2,5 0 0 h a 

1. コーヒー

各州に植付けられていて、面積は約 13,800ha、殊匠ダ イリ 州は全体

の 35 %、北クパ ノ リ県は 30 %を占めている。
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1. 安息香

北クバノリ州l(C7,700ha、其他南クペノリ州及びダイリ州忙若干の面

積がある。

1. ベチユリー油

植付面積は約 、1,0 D D h a、ダイリ州及び中央クパノリ州忙多いo其他デ

リーセルダン地方にも少面積の植付がある。

1.肉荏

南クバノリ州が独占し、その面積は 42 0 h a。

1. 砂糖ヤヽン

殆んど各州にあって 、その面積は 1,3 D D h a。

1. 砂塘キビ

殆んど各州にあって、その面積は 6D D h a。

1. カポック

総面積は 58 0 h aで殆んどの各州にある。

丁字及び砂糖を除き、上記農産吻は北スマ トラ省の輸出表に記載されてい

る．そのほか農民が生産する綸出産物には茶、下級肉桂、ナツメ、煙草、 ピ

ンロ ージ、硬質域維、 トウモロコ・ン、大豆、コジョウ、ヒマ、棉、ジョーガ

などがある。 上記以外の農民生産の香辛料は主に国内で消成されている。

1 9 7 1年の初刹に、世界銀行は省の住民ゴムを調査し、パイロット ・プ

ロ・；； ェクトとして新方式で開坐や更新を始め、品民の援助匹乗り 出した。

稲作面憤は 537,0□Dhaで、その 3D %は陸稲である。生産獄は増加

しているものの、 1 9 7 D年妬は 59,000 トンの不足となっている。しか

し19 6 5年の 128,900トンに比較・すれば、不足頷は著しく波少してい

る。植付方法の改善、施肥、薬品の使用等が指導されているので、自給自足

に達するのは速い将来ではない。その他の食料作物の生産も急激に増加し て

いる。
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主な作物の年次別梢付面積と生産試

植付面積 (1,0 0 Oha) ，生産蓋 (1,000トン）

区 別
1 9 6 9年 1 9 7 D年 1 9 6 9年 1 9 7 0年

米 5 0 3.2 5 3 7. 0 1, 3 3 7. 0 1, 3 9 9. 2 

キャッサバ 1 8.9 1 9. 6 1 8 7. 5 1 9 8. 6 

甘 后署 2 7. 5 2 7. 8 1 7 0.6 1 7 3.8 

トウモロコッ 2 1. 1 1 9. 5 2 9. 5 2 9. 5 

大 豆 1 2. 4 1 4. 8 1 1. 3 1 5.2 

野菜及果実 1 1. 1 1 9, 9 7 1. 5 1 1 8. 3 ． 
トウモロコジ、大豆、野菜及び果実等は輸出 している。 園芸作物は主妬、

カロ ー・ ランド（註。プラスクギ ー附近）で生底され、 慣行的匠ジン ガボー

ル及びマレージャヘ誼出されているo 南ペトナムが有望な貿手として興味を

示したが、直送便がないため、取引の障害 となっているo 消費国側の保護政

策や祈しい蔑争相手の影壕から 、野菜類の 諭出益は 19 6 5年頃の月 5,000

トン が、 1 9 7 0年にはその 4分の 1VC激減 している。しかし生産羹自体は

増加しているので、生産は過剰状態である。その対策として薄詰や冷凍など

の加工が考えられているばかりか、最近 2, 3の投資もあり 、外資も投入さ

れた。今後の発展が切実に期待される。

畜 産
● . 

北スマトラ省の家畜頭数は約 12 0万頭 で、その 45 %は豚で、主にカロ

＿ 。ランドと北クパノリ匠飼育されている。 家禽は 65 0万羽と見積られて

いる。食用肉は 19 6 9年の 16, 7 0 0 トンから 19.7 0年には 21, 2 0 0 

トンに、又、卵は 10, 7 0 0万個から 13, 6 0 0万個侭増加している。略農

家 14 3軒の所有する乳牛は 9,3 2 6頭で、 19 7 0年の牛乳の生産量は 1

日6,0 0 0リックーであったo此等家畜は殆んど国内消費が目的で、シンガ

ポールやマレ ージ アヘ少誡の輸出があるだけである。将来マ レーツアヘの輸
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出（最初は山羊）が計画されている。

漁業

47,000人余りの漁民が海か ら水揚げする魚貝類は、年間約 75, 0 0 0ト

ン、こ のほか河や湖からの淡水魚が 15. 0 0 0トンある。その生産の増加の

ため 、新規漁法の考案、漁具の改善、漁船の機械化など種々の対策が講じら

れている。現在ある約 1万雙の漁船の内、モークー据付の船は僅か 8％であ

る。鮮魚及びエピはシンガポール其他匠翰出 し、 塩魚の多量はインドネジア

• • 国内や近接の国々に仕向けられてい る。

．
 

林業

省の面積の 44 %は森林で、原始林は 2,1 5 4, 3 0 7、ha (31%)、保

留林は 92 4, 1 1 6 h a (1 3 %)である。原始林のうち 1,2 9 2, 5 8 4 ha 

は保護林、 86 1, 7 2 3 h aは生産林となっている。保留林のうち33 Oha 

は動物禁猟保留林、その他の面積はリクリエ ージョン林であるo現在 15の

国内森林会社 (137,000ha) と12の外国森林会社がある。後者の租

借面積は 418,SOOhaVC達する。外国資本の伐採用(re_保留している面積

はつぎの通りである。

森林地域

Si Ondop 

Tom Gasuba 

Pulau maroala 

Sikundur 

Padang Lawas 

面積 (ha)

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

9

9

9
 

5

N

N

0

5

 

7

8

3

7

 

合計 、•.,. 2 7 4, 0 0 0 

1 9 6 9年の生産菰は、松材 58,294rri・、丸材 109,536m'、製材

16,410rrtで ある。木材のほかにダマ ル、コパル、 ゼロトン、ガム樹脂、
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木皮、ロ クン、香料、薪、木炭、クーペンクイン等多種多様の林産物がある。

1 9 7 0年、州の輸出した木材は 28,321m5で、インドネジアの木材輸出

鐙の僅か 2.5 %にしか当らない。金額は約 20万米ドルである。木材及び林

産物はインドネシア国内や外国匠輸出されている。

工業

工業は一般的に沼手されたばかりで、その傾向は他のインドネシア地方の

如く食料、日用消耗品の製造や修理が主なもので、小規漠な家内工業が盛ん

である。工場を規模別匠分類すればつぎの通り である。

製 品 工場 （大） 工場（中）

食料、飲料及び煙草 2 5 2 2 0 

決工所（祖立及び修理） 7 1 1 0 

木 工 所 2 1 0 1 

化学製品製造（ゴム、プラスチッ各
製品を含む

4 7 9 1 

印刷及び出版 3 3 3 

非鉄製品製造 3 2 7 

紘物、蛾維及び皮革 1 0 1 5 

そ の 他

゜
5 

合 計 9 7 6 0 2 

（註） 工場（大）とは従業員 10 0人以上か或は 50人で機械力使用の

もの、工場（中）とは 5人から 50人以下で、扱械力使用或は 10 0人以下

で機械力のないもの。

之寺工場の所在地及び従業員数は次の通りである。

区別 企業数従業員 主な製品 主な所在地

軽工業 802 9,458 製米、製材、テンプ メダン、ジャンクJレ、デ

ラ油、自動車修理、 リーセルダン、ランカッ、
印刷 アサハン
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区 別 企業数 従業員 主な製品 主な所在地

化学工業 1 5 1 2,7 7 6 石けん、アルコーJレ メダン、 ジャンクル、
飲料、香料、マッチ デリ ーセルダン

基本工業 8 7 1,8 7 4 自転車、自勁車類の メダン、ツャンクル、
組立、 ミジン、 電気 デリ ーセルダン

部品、金服工場、鋳
物

織物工場 1 8 9 5.8 3 3 5 9工場は扱械巖 メダン、 ジャンクル、

8 8工場は手織 デリ ーセルダン、
アサハン

その他小規
4,9 7 5 13,829 製ベン、籾摺、金細

模家内工業
工 特にメダン
木工棠、塩魚、自転

車修理、製帽 デリ ーセルダン

工場は都市ではメダン市及びペマクン・ツャンクル市に集中し、州ではデ

リーセ ルダン、 ランカ ツ及び、ンメルグンに多い。大型工業の 82 %及び中型

工場の 84外はこれら の地域にある。大型工業のうちゴム及び クイヤ工場の

3 6、煙草及び葉巻工場の 12、製茶工場の 3、製米及び硬質桟維工場各 1

が主なもので、これら工場の 6分の 1は愉入材を原料としている。即ち、織

物工場 9、プラステッ ク工場 4、亜鉛鉄板工場 3などがその例である。農園

労務者を除き 33,770人がこれらの工場に就労 し、 その過半数は小企業の

従業員である。

1 9 6 8年以前花は、企染の多〈は輸入原科の不足、資金雖等により 、生

産黛は逝かにキャパ、ンイーを下廻 っていた。現在は産業開尭の気運に乗 じ、

この点 は改善され、生産董は著 しく 増加 してき たばかり でなく、 新戌の企莱

も亦盛んになってきたo産業の将来は這気、蔀送、通信の改善か実現すれば

益々有望で、急速匠発展するものと期待される。こうした情勢からメダン付

近に工業地帯 を建設する計画がある。
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鉱業

鉱物資源は豊富であるが隅発はさして進んでいない。小規模ではあるが石

炭が年間約 72 0 トン（ラプワン ・パト州 、北クベノリ州及び｀ンメJレグン州l

硫黄と燐酸が吝 12 0 トン（カロー州）、鉛 60 0トンと陶土 24 0 トン

（ダイリ州）が産出している。

試堀の結果、多危の疏黄、雲母、鉛、銅、石炭及び陶土などの埋蔵羅が判

ったので、これに基いて企業化が計画されている。 19 7 1年、大規模なセ

メント工場がガバホロクに設立され、既忙操業 している。その他少最ではあ

るが鉛、銅、硫黄、金、雲母、陶土、石灰石、石炭、燐酸、鉄、石英などが

ある。これらの大部分はプケット 。バリサン山派、特妬北及び南クパノリ州

に埋哉しているが、インフラストラクチャーの問越や労力の不足などが主な

ハンデキャップとなっている。その他僅かであるが東海岸の平原やアサハン

州に石英、デリーセルダン州とアサハン州 VC雲母がある。

パンカラン。プランダとパンカラン。ススの 2ケ所は石油の町として栄え

ている。その石油は雷にベンカラン。ススから輸出され、ここにはベイプラ

インが海中まで延びている。ベンカラン。プランダのほか、 ピンデ ーとプ）レ

ラク忙大規模な精油工易がある。歯連したアスフアルト工場やドラム罐工場、

また新しくカーポンプラック工場が建設された。

1 9 6 0年以来、 国営石油会社は日本と共同で経営されていたが、その後

米国が参加するようになった。 19 7 0年、モビルオイルがベンカラン・プ

ランダンの近くで新油田と瓦斯を発見し、 1年後には「アサメラ 」がそれか

ら更に北方で油田を堀り当てた。また北スマ トラの沖合では海岸線に沿 って

試堀が進められている。

貿 易

貿易の主な相手国は・ンンガボ ーJレ、マレ、ンヤ、日本、香港及び台湾 で、農

産物の輸出が主体とな・） ている。その額は 14, 0 0 0万米ドルに達 し、 イン
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• • 

ドネジア総輸出額（石油を除く）の約 20 %を占める。 19 7 0年の輸出金

額は次の通りである。 （単位 ：米ドル）

ゴム 79,733,000 

油ャジ及び仁 40,223,000 

コーヒー 5, 2 5 7, 0 0 0 

煙 草 ． 5, 1 4 3, 0 0 0 

茶 4,2 5 7, 0 0 0 

コプラ 1, 2 8 5, D D D 

魚及びエビ 5 2 1, 0 0 0 

植物油 4 6 1, 0 0 0 

野 菜 3 9 4,0 DD 

木 材 250,000 

林産物 179,000 

破質浅維 126,000 (129,000 ?) 

皮 革 129,000 (126,000 ?) 

メイズ、大豆、落花生 1 1 5, 0 0 0 

金属屑（スクラップ） 6 4,0 0 0 

その他 180,000 

ムロ 計 1 3 8, 2 8 1, 0 0 0 

次にペラワン港の輸出入醤をあげると、つぎの通りである。 （単位：トン）

区別 輸 出 輸 入

外 国 5 1 1,400 316,700 

国 内 27,800 609,500 

ムロ 計 539,200 926,200 

輪出の 96％はペラワン港から、 4%は 、ンボルガ港からの積出しである。

極＜催かであるが年肋約 50万米ドルがクンジョン。バレーやニャス島のグ

ノン ・シーリなどの小港から翰出されている。近隣諸国とのバク ・ー貿易もこ
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れ等の港が碁地となっている。輸出の 98 %はゴム、油榔子、コーヒー、煙

草、茶及びコプラ等の農産物である。これら農産物の輸出は、農園への投資

の増加ととも忙益々増え、最近 2年間 VC2 5 %の上昇率を示している。

ペラワン港の輸入は公式妬は年脱約 8,0 0 0万米ドルとなっているが、実

際は少たくともこれを 40 %乃至 60％上廻る筈である。その理由は消費物

資の輸入がアンダ ーバリューで申告されたり 、シンガポールやマレイ、ン ヤか

らの密輸入があるからである。また、統計表にはパク ー貿易が記載されてい

ない。その他小さな港への輸入が年間 25万米ドルはある。輸入商品の 4分

の 1は肥料、セメント 、小麦粉、煙草葉、織維、米及び紙等で、輸入商社が

メダン(1[246社、ペマクン。ジャンクル妬 2社許可されている。

投資法規（In v e s t men t Re g u 1 a t i on) 

外資導入法 (Foreign Investment Law) は 19 6 7年の制定で、基

本的保証が規定されている。例えば投資利潤の転送権、国有化忙対する保証、

また事業優遇措置としてある期間の無税 (TaxHolidays) 使用機械器具

類の輸入税の免除又は軽滅による誘致策などが織り込まれている。しかしこ

の課税優遇法の一部は 19 7 0年妬改正され、 Tax Holidays は政府の認

める新規投資のみ陀優先権が与えられる畢になった。外資は港湾、電力、通

信、海運、航空、鉄道、水道、原子力等匠は許されない。その他国内産楚を

圧迫するもの、過当競争の憂いあるもの等花は制限や除外例が付けられてい

る。

1 9 6 7年外資導入法が発効して、最初に協同出資会社(JointVenture 

Co) となったのは 19 6 8年メダンに設立された亜鉛鉄板工場であるo現

在の生産饉は年間 16, 0 0 0トンで、スマトラ全島の需要をまかなっている。

1 9 7 1年米認可を得た北スマトラ省内の外国資本の参加している企業 とそ

の資本額はつぎの通りである。 （単位千米ド）レ）
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区別 農 業 林 業 甚本工業 堰工業 合 計

会社数 資本額 会社数 資本額 会社数 資本額 会社数 資本額 会社数 資本額

イギリス 1 0 13,787 10 13,787 

ペルギー 5 6,941 5 6,941 

スイス 4 8,300 4 8,300 

アメリカ 3 20,860 3 20,860 

マレイジi 5 4,7 8 5 .J c• 4,785 

シンガボー） 1 1,500 5 3,505 4 18.s05 

日 本 2 2,600 1 600 3 3,200 

西ドイツ 1 400 2 800 5 1,200 

パナマ 1 1,500 1 1;5 00 

フランス 1 2,100 1 2,100 

オラ ンダ 1 5.000 1 5,000 

ホンコン 2 7,400 2 7,400 

A ロ 計 23 54,888 2 1,900 10 16,285 7 7,005 42 93,578 

箪頭 4カ国の投資対象は、既存燐涸の復興や拡張が主なもので、こ の中に

はクラムラ；←-工場 1件が含まれている。その他の企業は痣 て祈規な共同出

資であるo オランダは花及び野菜種子の事業で、西ドイツは製材所と 、これ

匹関連した合板用粘殖剤の裂造工場に投資している。碁本工業には亜鉛鉄板

工場、針金、パイプ工場、セ メントや石炭の企業、 自動車組立工場、家庭用

器具の製造工場等が含まれ、軽工業匠は罐詰、ピール、サイ ダー等の工場、

消耗品の工場が含まれる。

つき．`にイ ンドネ、ンヤ全体忙投資された 19 6 7年 1月から 19 7 2年 9月

までの諸外国の資本金はつぎの通りである。 （インドネジア通信 22 5 6号

匠 よる。 資本金の単位は百万米ドル。）
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農業 ，林業 ，漁業
製造業 ムロ 計

建 設業，サービス業
区 別

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 額金

アメリカ 19 416 63 144 82 560 

カナダ 1 77 3 2 4 79 

ペナマそ
2 3 5 25 7 28 

の他米州

日 本 26 1 21 66 2 1 3 9 2 334 

フィリッピン 1 3 263 3 5 1 6 268 

ホンコン 8 20 66 135 74 155 

シンがだルと 25 51 42 84 67 135 
マレーシャ

● . 

韓 国 2 52 4 6 6 58 

オーストラリアと 3 3 23 22 26 25 
ニユージーランド

その他諸 ア
ジア 国

2 1 1 1 22 13 23 

オランダ 3 8 27 31 30 39 

イギリス 1 7 1 9 1 2 1 6 29 35 

西ドイツ 22 ・24 22 24 

フランス 3 3 5 13 8 1 6 

其他吹州諸国 1 9 21 1 9 1 9 38 40 

その他 1 1 1 1 

ム仁 計 143 1,055 
I 
373 763 516 1,818 

● , 

（注、上表は百万ドル単位のため合計と相違がある。）

以上の外国投資を事業地別に示せば左の通りである。
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1 幻業，林業，漁業
製造業 合 計

区 別
建設業，サービズ業

件 数 I金 額 件 数 I金 額 件 数 I金 額

；ヽ； ワ 1 7 
I 
8 339 

I 

704 356 I 712 ヤ

スマ トラ 58 1 1 3 19 
I 
34 78 148 

I 
カリマンクン 38 367 3 3 43 

I 
375 

スラヴエジ ， 91 4 1 1 14 1 0 1 

マルク 7 86 7 86 

西イリアン 8 280 8 
I 
280 

ヌサテンガラ 2 102 3 

I 
5 4 107 

ムロ 計 1 4 5 1,055 373 7 63 516 1,818 

国内投貨法Q)omestic In vestment Law) 

国内投資法は 19 6 8年制定され、 最初は国内贅金を国内産業の閑発vc当

てるのが目的であ った。 課税の優遇は外貨 と大差ないが、投資の自由、無税

等の特権がある。

投資企業の取扱は外国投資局 (Foreigninvestment Board)及び国内投資

局 (Domestic In vest10ert Board) の菅轄下にあるが、いづれも大統

領及び大臣の直轄であ る。国内投資法妬碁きi9 7 1年末に認可を得た省内

の企業は 34社で、資本金は 1,4 2 8, 0 0 0万ルピャである。その内容は次

の通 りである（単位百万ルピャ）。

企 業

農 業

漁 業

工 業

其 他

A 口 計

全インドネシャの

会社数

8 

2 

2 3 

3 4 

7. 7 % 
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9, 8 8 0 

5 4 8 

2, 5 7 9 

1, 2 7 5 

1 4, 2 8 8 

6. 5 % 



国内投在法が制定された 19 6 8年 11月から、 1 9 7 2年 9月末までに

申請された イン ドネジ ャ全国の この投資法忙基く企業数は 1,5 6 1件

(_8 6 1, 4 8 8百万ル ビヤ）で、その内 1,2 0 0件 (63 0, 6 4 4百万ルビ

ャ）が仮許可を受けている。 （インドネシャ通信第 32 5 6号妬よる。）

事業組織

インドネッャの会社組織は大体左記の 3種で、最も普逼的な事業組織は

P.T. (Perseroan Terbatas) である。

1. p. T.または N.V.

有限会社で日本の株式会社に相当する有限責任会社である。 P.Tは公証

法 (notarialact) VCよっ て構成されるもので、 法律上の手浣、必要条

件等に関しては公証人から得たほうがよい。

1. Firma (Fa) 

これも一般的で、出資者は個人として無限費任で、日本の合名会社に該当

する。

1. Perseroon Komandi ter (C. V.) 

出資者は自 己の出汽頌だけの責任を負う ．SilentPartners を含む合

資会社である。

1. Perusahaan Deerah (P.D.) 

●, 

-
[
l
'
 

地方の官庁が企業の一部又は全部を所有するもので、省内には 10社あ っ

て、ホテル業、印刷業、製氷業、水道事莱、映画館、鉄工所等を経営 し、約

2, 5 0 0人の従業員を雇用している。この組織は P.T．に改組されつつある。

国営企業 (Sta t e Enter pr i s e s) 

現在、 国営企業は総て国有だけで あるが、省忙 とって最 も重要なのは国有

農園団体である。 最近 これ らの企莱が所謂株式会社 (P.T) (rC変更するよう

にな ってきた。国は所有株の 49 %まで個人会社に開放す ることができる。

● , 
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合弁事業(Joint Ventures) 

合弁事莱とは外国と国内或は政府との共同出資によるもので、持株につい

ては別に規定してないが、普通、インドネジャ側が最低 10 %で認可されて

いるっ現在省内侭ある外国との共同資出企業は農園を除き、全部が P.T組織

の会社である。外国投資会社には政府と業務契約による生産分与式 (Prod-

uction Share) をとっている事業もある。

租税制度

住民の所得陀は所得税が課せられる。取得した資産を一年以内に売却して

得た利益及び会社の 25 %以上の持株を売却した利益も課税の対象となる。

税率は累進制で、 1 0 %から 50 %、課税の娼高年間所得は 24 0万Jレビャ

である。控除額は基魔控除 48,000;レビヤ、正式妻 1人に付き 42, 0 0 0 

Jレビャ、子供 1人当り 18,0001レピヤであるo給与所得に対する税金は税

務所に対し扉用主が責任を負って納入する。営業所得は毎月最少額 2万ルビ

ヤの分轄納入制度があるo利子、配当及び使用料 (Royalties)税は均一

に20 %預金した時点から得る利子の率は 15 %である。

法人税は 20 %の均ー率に 5百万Jレビャ以上の利澗匹は 25％の付加税が

かかる。会社に依って加税率が異なっている。キャピクルゲインは通常率の

課税であるが、合同の協合は蛾混 20 %となる。投資所得の控除 20 %は 4

年間の分割払が認められているが、無税 (TaxHoldays) の優遇措置を得

た会社には適用され ない。新規設立した会社の創立当初 6年聞の損失は、無

期限に繰越を認められるが、其後の損失は最長 4年肱だけである。

税金は源泉徴収制度 (M.P.O)と自主申告 (M.P.S) の制度があって、

農産物の場合は買手が、愉入製品の場合は売手側が代行して、価格の一定の

佑を国税局に納入する。 • この所得税或は法人税は納税者の業務である o 率は

普通 2'%であるが、勿論異なった率もある。銀行の％忙依る輪入は C F価格

の3%、商業の光忙依るものは 6%であるo 輸出は 1 米卜•Jレに対し 5 Jレビヤ
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の換算で輸出価格陀課税される。自主申告忙 よる所得税、法人税、裕福税等

は算定 して総収入に課税され、普通は 1％であるが特別率 もある。

国内販売税は卸売業や小売商人には課税されず、製造業者が課税の対象と

なり 、普通は 1D %である。ガソリン及びぜい沢品等は 2D%、必需品、材

料、使用料 (Services)等は 5%であるが、其他の原料或は一定の国産品

等は販売税から除外さ れている。輸入商品販売税は同率であるが、このほか

にCF価格に 5％の関税が加算され翰入業者が納入する。従来無税であっ た

原料やプラン ト用備品等に も5%誅税されるようになった。

輸入従価税は税関の定める米 卜• Jレ レート (1 米ド Jレ＝ 4 1 5ルビャ）で、

C F'価格忙課税され、基本率は D%から 1D D lipでちるo しかし多くの基本

率化は波税或は追加税があり 、追加は 2D％から 6D D%、減税は 2D %か

ら1D D %あるので、結局実質は D%から 3D D伶と なる。

輸出税は 1D％で、取扱銀行が徴収の貴任を負う。 17種の農産物には国

内取引税や綸出税が課税されるが、その他は無税である。

地方税は比較的軽く 、地租は土地の用途により異なり 、農業用と建築物用

の 2者匠別れ ている。農業用地は栽培されているものに よって違 う。建築用

地は地域や建築物の使用目的匠よって税率がちがう。地租の最高価格は 1平

方メ ートル 10. 7 5ルビャ、 建物は 30.001レビャである。

土地及び労力

企業の必要と する労働力は豊富である。普通の労務者は必要に応 じいくら

でも確保できる し、熟練者の数も漸次増加 している。 最低賃金の規定はない

が、大体 1日15 0 Jレ ビャである。 しかし最少限度 20 0 1レビャ支払わない

と彼等の要求する最低 2,6 0 0カロリ ーの摂取は出来ないo賃金は出来高払

いや請負制で支払われ、労働局や労働組合でもこれを認め ているo労働者陀

は原則 として；；；、トライク権はあるが、組合の活動はあまり活澄でなく、その

上、 19 6 7年発令の スト 禁止条令が未だ有効である。
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土地の権利は用途忙よって異なる。権利は何れも地上権だけで、その主な

ものは次の 4種である。

1. Hak milik （所有権）

所有木仁の得られるものはインドネジャ国籍者だけである。

2. Hak Guna usaka （開発柑）

開発権は 25年から 35年有効であるが、政府の承認を得れば更に 25年

の延長が認められ、抵当権がある。

3. Hak Guna Bangunan （建築権）

建築権は 30年聞有効で、吏に 20年間政府の許可を得て延長出来る。抵

当権がある。

4. Hak Pakai （使用権）

企業家が欲するのは1.2. 3．の権利でなく、栽植のためのこの 4．の使用権で

ある。この権利は目的のため必要とする期間匠よって年限が決定される。

又、地租は年閻 ha当り 10 Jレビャである。

（注 ：First national Citiy Bankの In vestment Guide to 

North Sumatra其他から抜率）

以上、インドネシアの絃計書、 インドネ、ンア迪信などの資料によって、北

スマトラ省の咲況をまとめてみた。すでに引用したように、こ の地には戦前

わが国の企業も進出してプランテーションを営んでいた。これらは戦後イン

ドネ、ンア政府によって接収された。 しかし近年、野崎産業によるパイン罐詰

工場、国際詞発忙よるメイズ（将来はクバコや畜産）開発の進出がある。今

後、ス マトラではランポンとならんで、北スマトラヘも再び開発協力が盛ん

になるものと期待して、こ れをまとめた次第である。
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